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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公表番号】特表2006-521042(P2006-521042A)
【公表日】平成18年9月14日(2006.9.14)
【年通号数】公開・登録公報2006-036
【出願番号】特願2006-503789(P2006-503789)
【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年6月29日(2009.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーディオビジュアル（ＡＶ）再生システムであって、
　混成媒体ストリームを分解して、映像ストリーム、音声ストリーム、そして、複数の字
幕サブストリームを生成する混成媒体ストリーム分離器と、
　映像ストリームを復号して、復号映像出力を生成する映像復号器と、
　供給された復号映像出力を再生する映像再生プレーヤと、
　音声ストリームを復号して、復号音声出力を生成する音声復号器と、
　供給された復号音声出力を再生する音声再生プレーヤと、
　複数の字幕サブストリームを復号して、複数の復号字幕出力を生成する字幕復号器であ
って、複数の復号字幕出力のうちいずれかは外部ＰＤＡ（Personal Digital Assistant）
装置に供給され、ＰＤＡ装置は供給された複数の復号字幕出力のうちいずれかを再生する
という字幕復号器と、そして、
　復号字幕出力のうちいずれかを選択するユーザ入力を受け取り、前記字幕復号器に対し
て、選択されたいずれかの復号字幕出力を前記外部ＰＤＡ装置に出力させる、という復号
システムコントローラと、を有すること、
　を特徴とするＡＶ再生システム。
【請求項２】
　オーディオビジュアル（ＡＶ）再生システムであって、
　混成媒体ストリームを分解して、映像ストリーム、音声ストリーム、そして、複数の字
幕サブストリームを生成する混成媒体ストリーム分離器と、
　映像ストリームを復号して、復号映像出力を生成する映像復号器と、
　供給された復号映像出力を再生する映像再生プレーヤと、
　音声ストリームを復号して、復号音声出力を生成する音声復号器と、
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　供給された復号音声出力を再生する音声再生プレーヤと、
　複数の字幕サブストリームを復号して、複数の復号字幕出力を生成する字幕復号器と、
　供給された複数の復号字幕出力のうちいずれかを再生するＰＤＡ（Personal Digital A
ssistant）装置と、そして、
　復号字幕出力のうちいずれかを選択するユーザ入力を受け取り、前記字幕復号器に対し
て、選択されたいずれかの復号字幕出力を前記ＰＤＡ装置に出力させる、という復号シス
テムコントローラと、を有すること、
　を特徴とするＡＶ再生システム。
【請求項３】
　混成媒体ストリーム分離器は、複数の映像ストリームと複数の音声ストリームとを生成
し、映像復号器は複数の復号映像出力を復号し、音声復号器は複数の復号音声出力を復号
し、復号システムコントローラは、複数のＰＤＡ（Personal Digital Assistant）のいず
れかからのユーザ入力で、各ＰＤＡ装置において再生するために、復号映像出力のいずれ
か、音声復号出力のいずれか、復号字幕出力のいずれか、を選択することを可能にするこ
と、
　を特徴とする請求項２に記載のＡＶ再生システム。
【請求項４】
　オーディオビジュアル（ＡＶ）再生方法であって、
　混成媒体ストリーム分離器を用いて混成媒体ストリームを分解して、映像ストリーム、
音声ストリーム、そして、複数の字幕サブストリームを生成するステップと、
　映像復号器を用いて映像ストリームを復号して復号映像出力を生成するステップと、
　映像再生プレーヤを用いて、前記映像再生プレーヤに供給された復号映像出力を再生す
るステップと、
　音声復号器を用いて音声ストリームを復号して復号音声出力を生成するステップと、
　音声再生プレーヤを用いて、前記音声再生プレーヤに供給された復号音声出力を再生す
るステップと、
　字幕復号器を用いて複数の字幕サブストリームを復号して複数の復号字幕出力を生成す
るステップであって、複数の復号字幕出力のうちいずれかは外部ＰＤＡ（Personal Digit
al Assistant）装置に提供され、前記外部ＰＤＡ装置は供給された複数の復号字幕出力の
うちいずれかを再生するというステップと、
　復号字幕出力のうちいずれかを選択するユーザ入力を、復号システムコントローラを用
いて受け取り、前記字幕復号器に対して、選択されたいずれかの復号字幕出力を前記外部
ＰＤＡ装置に出力させるステップと、を有すること、
　を特徴とするＡＶ再生方法。
【請求項５】
　オーディオビジュアル（ＡＶ）再生方法であって、
　混成媒体ストリーム分離器を用いて混成媒体ストリームを分解して、映像ストリーム、
音声ストリーム、そして、複数の字幕サブストリームを生成するステップと、
　映像復号器を用いて映像ストリームを復号して復号映像出力を生成するステップと、
　映像再生プレーヤを用いて、前記映像再生プレーヤに供給された復号映像出力を再生す
るステップと、
　音声復号器を用いて音声ストリームを復号して復号音声出力を生成するステップと、
　音声再生プレーヤを用いて、前記音声再生プレーヤに供給された復号音声出力を再生す
るステップと、
　字幕復号器を用いて複数の字幕サブストリームを復号して複数の復号字幕出力を生成す
るステップと、
　ＰＤＡ（Personal Digital Assistant）装置を用いて、前記ＰＤＡ装置に供給された複
数の復号字幕出力のうちいずれかを再生するステップと、そして、
　復号字幕出力のうちいずれかを選択するユーザ入力を、復号システムコントローラを用
いて受け取り、前記字幕復号器に対して、選択されたいずれかの復号字幕出力を前記ＰＤ
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Ａ装置に出力させるステップと、を有すること、
　を特徴とするＡＶ再生方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　複数の映像可視化ユニット（１５８，７０２）はそれぞれ、復号映像出力１２２および
複数の復号字幕出力（１４８，１５６）を受け取り、複数の可視化映像出力（１６０，７
０２）が生成される。可視化映像出力（１６０，７０２）は各々が、対応する復号字幕出
力（１４８，１５６）を復号映像出力１２２にオーバレイしたものである。復号音声出力
１３２および可視化映像出力１６０は、音声再生ユニット１６４と映像再生ユニット１６
６とを有する再生ユニット１６２に入力される。音声再生ユニット１６４は、復号音声出
力１３２を受け取り、聞き取れる形で復号音声出力を再生する。映像再生ユニット（１６
６，７０６）は、可視化映像出力１６０，７０２を受け取り、視覚的な形で可視化映像出
力１６０，７０２を再生する。
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